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会長  鎌田 陽子 

 
今期，会長を務めさせていただくことになりました。どうぞよろしくお願いいたします。 

 島事研は，４０年を越える歴史を積み重ね，事務職員制度の確立をめざし，職務内容明確

化や資質向上のための研修充実など多くの成果を築いてきました。さらに，前会長のもと『島
事研ビジョン・第４次研究中期計画』をスタートさせ，島事研の方向性を示し，新しい取組

を始めました。こうした歩みを停滞させることなく「次」へ繋ぐことができればと考えてい
ます。 

  
 最近，Ｕ３５世代の声を取り上げているテレビ番組があります。そのなかで，「かつては，

若いときから声を出しやすかった。今は声を抑えていないか。」と誰かが語っていました。
その話を聞いて，私たちは，学校事務職員の世代交代を意識しすぎて，急いで伝えなければ

という思いで「声を抑えて」いるのではないかと思い始めました。 
 現在，島根県の学校事務職員のほぼ半数は５０代です。私たち世代がＵ３５の声を抑えて

はいないでしょうか。Ｕ３５世代は自分の声を抑えてはいませんか。 
 今年度は，『島事研ビジョン 2010中期活動計画』の中間年にあたります。確実に「次」へ

繋げるために，取組を急速に進めることなく，これまでの２年間の活動を検証し，後半の取
組につなげていきたいと思います。 

   
 ところで，「爽」は，もう第４５号になるんですね。 

 当時の広報部長さんに呼び集められ，「なんかおもしろそう！」といったノリで県事研（当
時）広報の創刊に関わりました。県大会へ赴く車中でみんなで「爽」と命名したこと，ワイ

ワイやっていた編集会議のことなどが懐かしく思い出されます。 
 あれから１５年。まさか，「爽」の巻頭に載ることになろうとは････。  

 今度は，「なんかおもしろそう！」といったノリでは務まらないようです。 
 

 このたびの役員改選で，ほとんどの役員が交代となりました。会員の皆様に大きなご迷惑
をおかけすることがないよう，役員みんなで協力しながら務めていきます。 

 世界各国各地域の選手たちの頑張りに，たくさんの感動をもらったロンドンオリンピック
のスローガン 『 Ｉｎｓｐｉｒｅ ａ ｇｅｎｅｒａｔｉｏｎ 』。島事研もまた，世代を超え

て奮い立たせましょう!! 
 ご協力のほどどうぞよろしくお願いいたします。 
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５年目 

 

 

 

私たちは，美郷町の子どもたち，そして子どもたちを支える職員の想いに寄り添う！・・・，

そんな想いで実践活動をおこなってきている。 

美郷町では４校（小学校２校，中学校２校）５人で実践できる活動を考え，現在にいたっている。①実践

にあたって様々な声を受け止めるため，②実践の方向性を確かなものにするため，教育委員会，校長会，教

頭会との合同会を設けたり，全職員にアンケートを実施したりしている。柱となる活動は『情報提供紙の発

行』，『地域人材バンク』，『就学援助事務』，『学校修繕カルテ』，『ホームページの充実』である。 

それでは，今年度の経営案を紹介してみたい。 
 

平成２４年度 学校事務共同担当部会経営案 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
               

 

 

今年度における美郷町共同担当部会のテーマ 

『児童生徒の進路保障と職員の安心』 
○美郷町内の学校事務の支援（整備） 

○美郷町内の児童生徒の学習環境支援，職員の安心サポート 

 

取組内容 

○学校事務の支援 ☆職員への支援 ◎児童・生徒・保護者への支援 

○教育委員会との連携（学校事務の支援） 

○視察・研究大会への参加（視野・知識拡大） 

○実務研修（事務能力の向上） 

☆情報提供『MisaNet（広報だより）』の発行 

☆町内・地域人材バンク 

◎学校修繕カルテ 

◎ホームページの充実 

 
共同実施マネジメントイメージ 

 

邑智小 
邑智中 

大和小 

大和中 

共同実施に取り組んでいる地域（学校）の視察，

又は研究大会への参加を通して個々の資質の向上

を図り，共同実施実践活動に生かしていく。 

教育委員会と連携する学校事務（学校予算事

務，就学援助事務等）について，情報を相互に

共有しながら，児童・生徒，保護者，職員の安

心を見据えてすすめていく。 

 

今年度も引き続き，職員への情報提供をおこ

なっていく。 

３年目になる。昨年度，やっとめざしていた

流れで進めることができた。少しずつではある

が前進している。今後継続していくためにも教

育委員会，校長会，教頭会と連携を深めていき

たい。 

４年目になる美郷町ホームページの中にある『小

中学校のお知らせ（転出入の手続き・就学援助制度・

就学指定校の変更について・奨学金制度）』のコーナ

ーについて最新の情報を提供するよう努める。 

３年目になる『人材バンク』だが，利用率が低い

課題をもとに，様式の在り方，周知方法等の見直し

をしていく。教頭会と連携して実践したい。 

○教育委員会との連携（学校事務の支援） 

☆情報提供「MisaNet」広報だより 

◎学校修繕カルテ  

○視察・研究大会への参加 

 

☆町内・地域人材バンク 

◎ホームページの充実  
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美郷町の学校事務共同実施は，①事務処理の効率化と事務の適正化・標準化による事務部門の整備 ②事
務部からの助言，情報の提供等による指導や校務の充実と保護者・職員の安心に向けての支援を目標として，
取り組んできて５年目となります。 
 具体的な取組として，  

【学校事務の支援】  
     １．就学援助事務処理の見直し～教育委員会との連携 
      ２．学校修繕カルテの作成～教頭会との連携による学校施設管理 
      ３．事務職員の資質の向上を目指した実務研修・研究大会への参加 
    【子ども・保護者・職員への支援】 
      １．ホームページの充実による保護者への情報提供 
      ２．人材バンク作成による情報提供 
      ３．MisaNet(職員向け広報誌)発行による職員への情報提供 
  以上により，事務環境を整備することで，教育力の向上を支援しています。どれも，特に評価すべき事項
で，美郷町の宝であります子どもたちのために笑顔あふれる学校を目指した，素晴らしい取組です。 
  特に「学校修繕カルテの作成」は，町内４小中学校における大きな修繕箇所を，教育委員会，校長会，教
頭会と一緒に確認をし，子どもたちの学習環境状況を把握するとともに，対応策や修繕の優先順位を協議検
討し，教育委員会へこれを提出し，町の修繕計画の重要な資料となっております。４校の優先順位の調整に
ついては，特に苦労されているのではと思っております。教育委員会としては，予算編成にあたり大変あり
がたく活用させていただいています。それぞれに，学校事務職員の個々の特性を生かして，創意工夫し協力
して取り組んできたものとなっています。各学校において，学校教育目標の実現を支える他の職員とともに，
一体感をもってコミュニケーションを図りながら取組を進めていくことが必要と考えます。 
 そして，「美郷町の子どもたちの育ちのために学習環境を整え，学校力の向上をめざすとともに，子ども
たちを支える保護者，職員をサポートする。」という目標を実現するために，より一層のご尽力をお願いい
たします。 

美郷町では現在，ほぼ毎月町内の学校事務職員の皆さんと共同担当部会を開催しております。 
教育委員会からの連絡事項をはじめ，各学校からの要望事項，学校ごとの取組などの情報交換が主な内容

となっております。 
 他市町の教育委員会によっては，各校からの予算要求を求めず，市町で決定して各校に配分するやり方を
取っているところもあると聞いております。学校数が多いためのやむを得ない方法かと思われます。 
 美郷町では小学校２校，中学校２校と学校数が少なく，その分各校の要望を聞いた上での予算組みができ
ます。完全とはいかないまでも，ある程度現状を踏まえた予算づくりにはなっているのではないかと思いま
す。 
 また，各校の施設の修繕要望をまとめてもらい，重要度に応じランク付けをして，それを基に修繕をして
いく取組を行っています。これも各校の事務職員さんを中心として施設の現状の取りまとめを行っていただ
いているおかげと思っています。 
 教育委員会としてはなにぶん予算を伴うことですので，全てを一度に行うことはできませんが，緊急度の
高い個所を優先しながら，できる範囲で修繕を行って，学校側の要望に応えていきたいと考えています。 
 今後も日々のコミュニケーションを大切にし，事務職員の皆さんと充実した学校体制作りに取り組んでい
きたいと思います。 

美郷町では，校長会と事務職員のみなさんで年度の始めや終わりに協議の場を持って，学校事務共同実施
のあり方や進め方について一緒に考えることにしています。その際に出てくる事務職員のみなさんの声を聞
いていますと，美郷町の取組のすばらしい点をたくさん感じることができます。 
一つ目は，「学校の教育力の向上」という共通の目標があり，それに向けた取組を通して，具体的な成果

があがってきているということです。事務職員のみなさんの発言や取組からは，「学校を元気にしていこう」
「みんなで心を一つに取り組んでいこう」という強い思いが伝わってきます。その姿勢は，とてもすばらし
いと思います。 
二つ目は，職員の視野を自分の学校のことだけでなく，町内全体に広げるような取組がなされているとい

うことです。特に，「学校修繕カルテ」や「人材バンク作成」の取組は，自分の学校だけでなく，他の学校
や他の学校の児童生徒のことも含めて，町内全体の教育を一緒に考えていくことができる取組であり，とて
もすばらしいと思います。 
三つ目は，事務職員のみなさんがお互いに「元気」や「パワー」を分かち合って仕事に取り組んでおられ

るということです。日々慌ただしい教育現場ではありますが，元気に，楽しく仕事をしていこうという姿勢
はとてもすばらしく，大切なことだと思います。 
この他にも，たくさんの成果，効果が共同実施の取組を通して生み出されています。今後も，各学校の教

育力の向上に向けて，力を合わせて取り組んでいきたいと思います。 
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今年度，役員一新で，事務局も顔ぶれが大幅に代わりました。 
やってみなければわからない目に見えない仕事がたくさんあり，前事務局長の内

藤さん他，事務局の皆さんには本当に頭の下がる思いです。内藤前事務局長には，ことあるごとに電話を
かけて，まだまだ頼りっぱなしですが，早く一人前に皆さんのお役に立てるような仕事ができるようにな
りたいと思っています。 
 また，歴代の会長以下役員の皆さんの努力のお陰で今の島事研が存在しており，それを次世代に引き継
いでいく責任を感じているこの頃です。鎌田会長，渡邉副会長，吉賀副会長のもとで，島事研の発展に微
力ながら貢献できるよう事務局全員頑張りますので，どうぞよろしくお願いいたします。             

事務局長 梶岡純子(広瀬中) 
  

事務局員  今岡弘子(玉湯中)，門脇可代子(広瀬小)，笠川陽代(島根小)，安達公一(能義小) 
  

研究部では第４次研究中期計画を策定
し，平成２２年度から５年間の研究テーマ
を「創造しよう 新しい学校事務を！」と 

し，「教育課程づくりへの参画」をゴールイメージに研究を進めてい
ます。昨年度までの２年間は，「学校事務職員が学校財務マネジメン
ト能力を向上させることによって学校組織が有効に機能し合い，教
育目標の達成に一層効果的であろう」という仮説のもと，研究して
きました。 
 今年度からは「情報共有によるつなぐ役割への発展」を目標とし
た取組を提案し，情報の共有化を柱とした研究を進めていきます。
学校運営に重要な係わりを持つ情報の共有化によって，学校・地域・
関係諸機関との協働を目指すためには何と何をつなぎ，事務職員が
校内・グループ・校区・地域において「どんな取組が可能なのか」
を，具体的取組目標を持って実践し，そこから得た成果や課題をも
とに研究テーマに迫ろうと考えています。 
会員の皆様の多様な取組実践例を提出していただくことにより，

会員間の情報の共有化も実現していきたいと考えています。ご協力
のほどよろしくお願いします。   

研究部長 青山悦子（揖屋小） 
 
部   員 

勝部千恵(東出雲中)，谷川美緒子(十神小) 
岡田由美(吉田中)，松﨑寛子(三沢小) 
津田耕一(温泉津中)，木戸清治(池田小) 

私たち研修部は現在８名
で活動をしています。 

 県大会の企画・立案（大会要項の作成，研究集録・
記録集の校正）やセミナーの企画・運営（講師の検討，
開催要項の検討，運営計画）を行っています。 
また，新規採用事務職員の研修体制について検討し，

一昨年度末には校内における研修について，県教委と
教育センターに提案をしました。今年度は事務グルー
プ内での研修のあり方について話し合いを行っていま
す。 
年７回程度部会を開催し，最新の情報を交換するこ

とのできる，とてもよい研修の場です。また県大会の
要項や研究集録は，事前に各自がチェックし，全員で
校正作業を行うので，県大会当日は充実したものとな
ります。 
これからも，会員の皆さんのニーズに応えられるよ

うな企画をしていきたいと思います。 
研修部長 熊谷美千子（頓原小） 

 
部  員 

曽田晃子(日御碕小)，福間とう子(檜山小) 
河村広実(窪田小)，横貝淳子(木次小) 
小林美幸(三刀屋小)，柿田みどり(仁摩中) 
土井こずえ(江津東小) 

今年度より広報
部長を引き受けた
安田あけみです。 

5人の部員の皆さんといっしょに力を合わせ
てがんばっていこうと思っていますので，よ
ろしくお願いします。 
広報部では，爽（夏祭り・時雨・雛祭り号）

年３号の発行，ホームページの管理・運営を
行っています。わかりやすく親しみを持って
いただけるような広報活動を行っていきたい
と思いますので，ご意見ご要望等ありました
ら広報部までお願いします。   

広報部長 安田あけみ（長久小） 
 

部   員                                                                       
蘿 恵(静間小)，石川大介(大和小) 
坂井佳恵(邑智小)，野上 佳(矢上小) 
大隅彩子(江東中) 
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浜田教育事務所では，５月から７月にかけ１４日間で，所長，調整監，

指導主事，総務グループ，市町教委のメンバーが，管内８８の全小中学

校を訪問しました。例年，年度当初の所長訪問には，総務グループから

課長が同行し，所長・調整監の管理職面談に同席しています。今年は，

総務グループも学校現場を知ろうと，課長とグループ員１名が同行し，

事務職員の話を聴きました。 

 できるだけ事務職員と同じ目線で普段の仕事の場の雰囲気を体感すべく，職員のデスクの近くに座り，各校正

味２０分の面談。文書の受付からファイルまでの流れ，情報システムの活用，旅行命令を誰が作るか，グループ

活動の状況，学校経営への関わり方，といった日々の業務の実際を教えていただきました。小学校と中学校，学

校の規模，立地環境，また時間帯によっても，職員室の空気も忙しさも様々という，学校の方にはあたりまえの

ことも，我々には発見でした。 

 事務職員と総務グループ員は，旅費や諸手当などの事務で，毎日電話でやりとりし，管内

事務研や地域単位の研修で顔を合わせています。しかし，今回のように，全ての事務職員一

人一人とじっくり向き合い，お互いの苦労や考え方を話し合ったことはとてもよい相互理解

の機会になりました。一日９校訪問した日などはヘトヘトでしたが，学校現場で意欲的に仕

事をしている事務職員との面談は，我々のモチベーションも刺激してくれました。 

 教育事務所には県教委から，「迅速・適正な事務処理」が指示されています。このためには，我々のスキルアッ

プだけでなく，学校事務職員も同じ思いを持っていただくことが欠かせません。今，共同実施やグループ活動の

現場にも出かけて行き，情報共有したいことはどんどん全校にメール配信する，といったことを始めています。

お互いが相手の立場を理解し，共に事務の改善に取り組み，いい学校を創る，そんな関係をさらに強くしていき

たいと思います。 

 

 

浜田教育事務所  
総務グループ課長 

福 本  博 幸 

松
葉
杖
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ 

松
江
市
立
本
庄
小
学
校 

岸
本 

淳
平 

 

私
は
今
年
の
五
月
、
不
慮
の
事
故
に
よ
り
生
ま
れ
て
初 

め
て
〝
松
葉
杖
生
活
〟
を
送
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ

ま
で
の
生
活
と
は
一
変
、
不
自
由
を
強
い
ら
れ
る
こ
と
も

多
々
あ
り
ま
し
た
。 

特
に
困
っ
た
の
は
移
動
で
す
。
負
傷
後
す
ぐ
に
受
診
し
た
病
院
で
靱

帯
断
裂
と
診
断
さ
れ
る
と
、
松
葉
杖
の
歩
行
訓
練
を
大
勢
の
患
者
さ
ん

の
い
る
待
合
室
で
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
え
も
言
わ
れ
ぬ
熱

い
視
線
を
感
じ
な
が
ら
、
不
器
用
で
た
ど
た
ど
し
い
杖
捌
き
で
歩
い
て

い
る
自
分
の
姿
は
滑
稽
な
く
ら
い
で
し
た
。
ま
た
、
雨
の
日
は
傘
も
差

せ
な
い
た
め
頭
に
タ
オ
ル
を
乗
せ
、
家
で
は
片
足
ケ
ン
ケ
ン
や
床
を
這

っ
て
の
移
動
し
か
で
き
ま
せ
ん
。
日
常
の
何
と
も
な
い
作
業
や
仕
事
も

思
う
と
お
り
に
は
い
か
ず
、
じ
っ
く
り
と
時
間
を
か
け
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
状
態
が
一
ヶ
月
近
く
続
き
ま
し
た
。 

や
が
て
こ
の
よ
う
な
生
活
に
も
慣
れ
て
き
た
頃
、
松
葉
杖
は
必
要
な

く
な
り
ま
し
た
。
今
思
い
返
す
と
、
今
ま
で
何
も
気
に
せ
ず
生
活
を
送

れ
て
き
た
こ
と
と
、
多
く
の
人
が
気
に
掛
け
て
く
だ
さ
っ
た
温
か
さ
が

ど
れ
だ
け
あ
り
が
た
い
こ
と
な
の
か
、
と
て
も
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し

た
。「
大
丈
夫
？
」
と
か
、「
何
か
手
伝
え
る
こ
と
が
あ
れ
ば
遠
慮
な
く

言
っ
て
ね
。
」
な
ど
と
声
を
掛
け
て
く
だ
さ
っ
た
り
、
ど
こ
で
知
っ
た

の
か
他
校
の
事
務
職
員
の
方
も
電
話
で
心
配
し
て
い
た
だ
い
た
り
も

し
ま
し
た
。
学
校
で
は
日
直
を
代
わ
っ
て
い
た
だ
い
た
り
、
銀
行
に
出

掛
け
て
く
だ
さ
っ
た
り
と
、
配
慮
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

今
回
の
負
傷
に
よ
っ
て
、
同
じ
よ
う
な
境
遇
の
方
の
気
持
ち
や
、
気

に
掛
け
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
の
や
さ
し
さ
の
両
面
を
ほ
ん
の
少
し
で

す
が
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
一
方
、
誰
か
に
頼
っ
た
り
お
願
い

し
た
り
で
き
る
職
場
環
境
や
人
間
関
係
づ
く
り
も
、
普
段
か
ら
積
み
重

ね
て
お
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
改
め
て
考
え
ま
し
た
。 
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「文化祭での合唱の様子をビデ

オで撮影し，動画で学校のホームペ

ージから公開したいのですが何か

問題がありますか？」 

 

文化祭で市販やレンタルのＣ

Ｄから音楽をかけたり，合唱したり

することは，著作権法第３８条第１

項の営利を目的としない上演・演奏

についての規定があり，「非営利・

無料・無報酬」の条件を満たせば，

著作権者の許諾がなくても行うこ

とができます。しかしながら，それ

を録音・録画したものを著作権者の

許諾なくWeb 上に不特定多数の者

に向けて配信するという行為は，公

衆送信権(無断で公衆に送信されな

い権利：著作権法第２３条)の侵害

にあたります。音楽に限らず，図版

等も著作権者の許諾が必要なもの

が映像に含まれていないかよくチ

ェックしましょう。また，児童生徒

が映っている場合，肖像権への配慮

も必要です。 

 

  運動会・体育祭の応援幕に人

気アニメのキャラクターを描きた

いのですが，著作権者の許諾がい

りますか？ 

 

 アニメのキャラクターを複製

すること（自分で描くことも複製

にあたります）は原則として著作

者の許諾が必要ですが，学校など

の教育機関においては教師や児童

生徒が「授業の過程における使用」

を目的として複製する場合，例外

的に著作権者に無断で複製するこ

とができます。（著作権法第 35条）

この授業の過程には文化祭，体育

祭も該当すると考えられているた

め，著作権者の許諾は必要ありま

せん。ただし「教育効果を高める

上で必要である場合」という条件

があるため，キャラクター描く必

然性についてはよく検討する必要

があります。 

  

【参考ＵＲＬ】文化庁なるほど質問箱 

 

    
 
 

 

           

【編集後記】 今年は，オリンピックイヤーです
ね。みなさんが読まれるころにはオリンピックも終わ
り，メダルラッシュ！！になっていることでしょう。
せっかくの夏休みでしたが，寝不足ではないですか？
熱い夏も終わりました。さて，２学期に向けて，気持
ちを切り替え，未来のオリンピック選手をみんなで育
てましょう！？ 
遅くなりましたが，今年度から広報部員に加えさせていただくことにな

りました。今後とも，よろしくお願いします。   （Ｋ．Ｎ） 
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教
室
の 
声
入
れ
替
わ
り 

新
学
期 

 

ま
た
新
学
期
始
ま
る
。
去
年
よ
り
一
つ
ず
つ
学
年
が
上

が
る
が
、
単
式
学
級
で
は
同
級
生
の
顔
ぶ
れ
は
変
わ
る
こ

と
は
な
い
。
た
だ
、
去
年
ま
で
聞
こ
え
て
い
た
声
が
、
違

う
方
向
か
ら
聞
こ
え
て
く
る
。
新
一
年
生
も
入
り
、
教
室

の
声
も
入
れ
替
わ
っ
て
い
る
。 

 

登
校
の 

列
長
々
と 

春
深
し 

 

一
年
生
も
け
っ
こ
う
学
校
に
慣
れ
て
き
た
よ
う
だ
が
、

そ
れ
で
も
登
下
校
は
き
つ
い
も
の
が
あ
る
よ
う
だ
。
特
に

一
日
勉
強
し
た
後
の
下
校
時
は
足
取
り
も
重
く
な
る
。
学

校
を
出
た
時
は
き
れ
い
に
一
列
で
歩
い
て
い
た
の
に
、
や

が
て
そ
の
列
は
長
く
な
っ
て
い
る
。 

 

女
生
徒
の 

ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
や 

か
き
つ
は
た 

 

三
瓶
青
少
年
交
流
の
家
で
宿
泊
体
験
学
習
が
あ
る
。
小

学
校
五
年
生
が
、
一
泊
二
日
で
い
ろ
い
ろ
な
体
験
を
す
る
。

三
瓶
登
山
、
カ
レ
ー
作
り
、
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
な
ど
。

三
瓶
北
の
原
に
は
杜
若
で
有
名
な
姫
逃
池
が
あ
り
、
ウ
ォ

ー
ク
ラ
リ
ー
の
生
徒
が
歩
い
て
い
る
。 

 

ひ
ら
が
な
の
名
前 

麦
わ
ら
帽
子
か
な 

「
麦
わ
ら
帽
子
は
も
う
消
え
た
。
田
ん
ぼ
の
カ
エ
ル
は
・
・
」

懐
か
し
い
人
は
け
っ
こ
う
な
世
代
か
。
夏
休
み
は
麦
わ
ら

帽
子
を
被
っ
て
蝉
取
り
、
蜻
蛉
釣
り
、
魚
釣
り
。
鍔
広
の

帽
子
の
裏
に
は
、
大
き
な
文
字
で
ひ
ら
が
な
の
名
前
が
書

い
て
あ
っ
た
。 
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か
き
つ
ば
た 

つ
ば 

 

は
い 

ど
ー
ぞ
！ 

 

手 

だ
す 

だ
け
じ
ゃ 

 

と
ん
ぼ 


